
国
際
的
な
子
の
奪
取
の
民
事
上
の
側
面
に
関
す
る
条
約
の
実
施
に
関
す
る
法
律
案
新
旧
対
照
条
文
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号
）
附
則

7



- -1

一

裁
判
所
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
九
号
）
（
附
則
第
三
条
関
係
）

改

正

案

現

行

（
家
庭
裁
判
所
調
査
官
）

（
家
庭
裁
判
所
調
査
官
）

第
六
十
一
条
の
二

①

（
略
）

第
六
十
一
条
の
二

①

（
同
上
）

②

家
庭
裁
判
所
調
査
官
は
、
各
家
庭
裁
判
所
に
お
い
て
は
、
第
三
十
一
条
の
三

②

家
庭
裁
判
所
調
査
官
は
、
各
家
庭
裁
判
所
に
お
い
て
は
、
第
三
十
一
条
の
三

第
一
項
第
一
号
の
審
判
及
び
調
停
、
同
項
第
二
号
の
裁
判
（
人
事
訴
訟
法
第
三

第
一
項
第
一
号
の
審
判
及
び
調
停
、
同
項
第
二
号
の
裁
判
（
人
事
訴
訟
法
第
三

十
二
条
第
一
項
の
附
帯
処
分
に
つ
い
て
の
裁
判
及
び
同
条
第
三
項
の
親
権
者
の

十
二
条
第
一
項
の
附
帯
処
分
に
つ
い
て
の
裁
判
及
び
同
条
第
三
項
の
親
権
者
の

指
定
に
つ
い
て
の
裁
判
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
附
帯
処
分
等
の
裁
判
」
と

指
定
に
つ
い
て
の
裁
判
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
附
帯
処
分
等
の
裁
判
」
と

い
う
。
）
に
限
る
。
）
並
び
に
第
三
十
一
条
の
三
第
一
項
第
三
号
の
審
判
に
必

い
う
。
）
に
限
る
。
）
並
び
に
第
三
十
一
条
の
三
第
一
項
第
三
号
の
審
判
に
必

要
な
調
査
そ
の
他
他
の
法
律
に
お
い
て
定
め
る
事
務
を
掌
り
、
各
高
等
裁
判
所

要
な
調
査
そ
の
他
他
の
法
律
に
お
い
て
定
め
る
事
務
を
掌
り
、
各
高
等
裁
判
所

に
お
い
て
は
、
同
項
第
一
号
の
審
判
に
係
る
抗
告
審
の
審
理
及
び
附
帯
処
分
等

に
お
い
て
は
、
同
項
第
一
号
の
審
判
に
係
る
抗
告
審
の
審
理
及
び
附
帯
処
分
等

の
裁
判
に
係
る
控
訴
審
の
審
理
に
必
要
な
調
査
そ
の
他
他
の
法
律
に
お
い
て
定

の
裁
判
に
係
る
控
訴
審
の
審
理
に
必
要
な
調
査
を
掌
る
。

め
る
事
務
を
掌
る
。



- -2

二

民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
四
十
号
）
（
附
則
第
四
条
関
係
）

改

正

案

現

行

（
裁
判
所
書
記
官
が
行
う
手
続
に
係
る
費
用
に
関
す
る
特
例
）

（
裁
判
所
書
記
官
が
行
う
手
続
に
係
る
費
用
に
関
す
る
特
例
）

第
十
三
条
の
二

次
に
掲
げ
る
手
続
で
裁
判
所
書
記
官
が
行
う
も
の
に
係
る
費
用

第
十
三
条
の
二

（
同
上
）

に
つ
い
て
の
第
十
一
条
第
二
項
及
び
前
二
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ら
の
規
定
中
「
裁
判
所
」
と
あ
る
の
は
、
「
裁
判
所
書
記
官
」
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
同
上
）

二

訴
訟
費
用
、
和
解
の
費
用
又
は
非
訟
事
件
（
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
非

二

訴
訟
費
用
、
和
解
の
費
用
又
は
非
訟
事
件
（
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
非

訟
事
件
手
続
法
の
規
定
を
準
用
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
事
件
を
含
む
。
）
、
家

訟
事
件
手
続
法
の
規
定
を
準
用
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
事
件
を
含
む
。
）
若
し
く

事
事
件
若
し
く
は
国
際
的
な
子
の
奪
取
の
民
事
上
の
側
面
に
関
す
る
条
約
の

は
家
事
事
件
の
手
続
の
費
用
の
負
担
の
額
を
定
め
る
手
続

実
施
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第

号
）
第
二
十
九
条
に

規
定
す
る
子
の
返
還
に
関
す
る
事
件
の
手
続
の
費
用
の
負
担
の
額
を
定
め
る

手
続

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
同
上
）

別
表
第
一
（
第
三
条
、
第
四
条
関
係
）

別
表
第
一
（
第
三
条
、
第
四
条
関
係
）

項

上

欄

下

欄

項

上

欄

下

欄

一
～
一
五

（
略
）

一
～
一
五

（
同
上
）

一
五

家
事
事
件
手
続
法
別
表
第
二
に
掲

千
二
百
円

一
五

家
事
事
件
手
続
法
別
表
第
二
に
掲

千
二
百
円

の
二

げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
審
判
、
同

の
二

げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
審
判
若
し

法
第
二
百
四
十
四
条
に
規
定
す
る

く
は
同
法
第
二
百
四
十
四
条
に
規

事
件
に
つ
い
て
の
調
停
若
し
く
は

定
す
る
事
件
に
つ
い
て
の
調
停
の
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国
際
的
な
子
の
奪
取
の
民
事
上
の

申
立
て
又
は
同
法
の
規
定
に
よ
る

側
面
に
関
す
る
条
約
の
実
施
に
関

参
加
の
申
出
（
申
立
人
と
し
て
参

す
る
法
律
第
三
十
二
条
第
一
項
に

加
す
る
場
合
に
限
る
。
）

規
定
す
る
子
の
返
還
申
立
事
件
の

申
立
て
又
は
こ
れ
ら
の
法
律
の
規

定
に
よ
る
参
加
の
申
出
（
申
立
人

と
し
て
参
加
す
る
場
合
に
限
る
。

）

一
六

イ

仲
裁
法
第
十
二
条
第
二
項
、

千
円

一
六

イ

仲
裁
法
第
十
二
条
第
二
項
、

千
円

第
十
六
条
第
三
項
、
第
十
七
条

第
十
六
条
第
三
項
、
第
十
七
条

第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第

第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第

十
九
条
第
四
項
、
第
二
十
条
、

十
九
条
第
四
項
、
第
二
十
条
、

第
二
十
三
条
第
五
項
又
は
第
三

第
二
十
三
条
第
五
項
又
は
第
三

十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

申
立
て
、
非
訟
事
件
手
続
法
の

申
立
て
、
非
訟
事
件
手
続
法
の

規
定
に
よ
り
裁
判
を
求
め
る
申

規
定
に
よ
り
裁
判
を
求
め
る
申

立
て
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の

立
て
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の

防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関

防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関

す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律

す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律

第
三
十
一
号
）
第
十
条
第
一
項

第
三
十
一
号
）
第
十
条
第
一
項

か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ

か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ

る
申
立
て
、
国
際
的
な
子
の
奪

る
申
立
て
そ
の
他
の
裁
判
所
の

取
の
民
事
上
の
側
面
に
関
す
る

裁
判
を
求
め
る
申
立
て
で
、
基

条
約
の
実
施
に
関
す
る
法
律
第

本
と
な
る
手
続
が
開
始
さ
れ
る
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百
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に

も
の
（
第
九
条
第
一
項
若
し
く

よ
る
申
立
て
そ
の
他
の
裁
判
所

は
第
三
項
又
は
第
十
条
第
二
項

の
裁
判
を
求
め
る
申
立
て
で
、

の
規
定
に
よ
る
申
立
て
及
び
こ

基
本
と
な
る
手
続
が
開
始
さ
れ

の
表
の
他
の
項
に
掲
げ
る
申
立

る
も
の
（
第
九
条
第
一
項
若
し

て
を
除
く
。
）

く
は
第
三
項
又
は
第
十
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
申
立
て
及
び

こ
の
表
の
他
の
項
に
掲
げ
る
申

立
て
を
除
く
。
）

ロ

（
略
）

ロ

（
同
上
）

一
七

イ

（
略
）

五
百
円

一
七

イ

（
同
上
）

五
百
円

(ｲ)

(ｲ)

非
訟
事
件
手
続
法
又
は
国

非
訟
事
件
手
続
法
の
規
定

(ﾛ)

(ﾛ)

際
的
な
子
の
奪
取
の
民
事
上

に
よ
る
忌
避
の
申
立
て
、
特

の
側
面
に
関
す
る
条
約
の
実

別
代
理
人
の
選
任
の
申
立
て

施
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に

、
弁
護
士
で
な
い
者
を
手
続

よ
る
忌
避
の
申
立
て
、
特
別

代
理
人
に
選
任
す
る
こ
と
の

代
理
人
の
選
任
の
申
立
て
、

許
可
を
求
め
る
申
立
て
、
裁

弁
護
士
で
な
い
者
を
手
続
代

判
所
書
記
官
の
処
分
に
対
す

理
人
に
選
任
す
る
こ
と
の
許

る
異
議
の
申
立
て
、
同
法
の

可
を
求
め
る
申
立
て
、
裁
判

規
定
に
よ
る
強
制
執
行
の
停

所
書
記
官
の
処
分
に
対
す
る

止
、
開
始
若
し
く
は
続
行
を

異
議
の
申
立
て
、
こ
れ
ら
の

命
じ
、
若
し
く
は
執
行
処
分

法
律
の
規
定
に
よ
る
強
制
執

の
取
消
し
を
命
ず
る
裁
判
を

行
の
停
止
、
開
始
若
し
く
は

求
め
る
申
立
て
又
は
受
命
裁



- -5

続
行
を
命
じ
、
若
し
く
は
執

判
官
若
し
く
は
受
託
裁
判
官

行
処
分
の
取
消
し
を
命
ず
る

の
裁
判
に
対
す
る
異
議
の
申

裁
判
を
求
め
る
申
立
て
又
は

立
て

受
命
裁
判
官
若
し
く
は
受
託

裁
判
官
の
裁
判
に
対
す
る
異

議
の
申
立
て

（
略
）

（
同
上
）

(ﾊ)

(ﾊ)

ロ
～
ト

（
略
）

ロ
～
ト

（
同
上
）

一
八

抗
告
の
提
起

一
一
の
二
の

そ
れ
ぞ
れ
の
申
立
て
の
手
数
料
の

一
八

抗
告
の
提
起

一
一
の
二
の

そ
れ
ぞ
れ
の
申
立
て
の
手
数
料
の

(1)

(1)

又
は
民
事
訴

項
、
一
五
の
項

額
の
一
・
五
倍
の
額

又
は
民
事
訴

項
、
一
五
の
項

額
の
一
・
五
倍
の
額

訟
法
第
三
百

、
一
五
の
二
の

訟
法
第
三
百

、
一
五
の
二
の

三
十
七
条
第

項
又
は
一
六
の

三
十
七
条
第

項
又
は
一
六
の

二
項
、
非
訟

項
に
掲
げ
る
申

二
項
、
非
訟

項
に
掲
げ
る
申

事
件
手
続
法

立
て
に
つ
い
て

事
件
手
続
法

立
て
に
つ
い
て

第
七
十
七
条

の
裁
判
（
抗
告

第
七
十
七
条

の
裁
判
（
抗
告

第
二
項
、
家

裁
判
所
の
裁
判

第
二
項
若
し

裁
判
所
の
裁
判

事
事
件
手
続

を
含
む
。
）
に

く
は
家
事
事

を
含
む
。
）
に

法
第
九
十
七

対
す
る
も
の

件
手
続
法
第

対
す
る
も
の

条
第
二
項
若

一
三
の
項
に

一
三
の
項
に
よ
り
算
出
し
て
得
た

九
十
七
条
第

一
三
の
項
に

一
三
の
項
に
よ
り
算
出
し
て
得
た

(2)

(2)

し
く
は
国
際

掲
げ
る
申
立
て

額
の
一
・
五
倍
の
額

二
項
の
規
定

掲
げ
る
申
立
て

額
の
一
・
五
倍
の
額

的
な
子
の
奪

又
は
申
出
に
つ

に
よ
る
抗
告

又
は
申
出
に
つ

取
の
民
事
上

い
て
の
裁
判
（

の
許
可
の
申

い
て
の
裁
判
（

の
側
面
に
関

不
適
法
と
し
て

立
て

不
適
法
と
し
て

す
る
条
約
の

却
下
し
た
も
の

却
下
し
た
も
の
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実
施
に
関
す

を
除
き
、
抗
告

を
除
き
、
抗
告

る
法
律
第
百

裁
判
所
の
裁
判

裁
判
所
の
裁
判

十
一
条
第
二

を
含
む
。
）
に

を
含
む
。
）
に

項
の
規
定
に

対
す
る
も
の

対
す
る
も
の

よ
る
抗
告
の

民
事
保
全
法

一
一
の
二
の
項
ロ
に
掲
げ
る
申
立

民
事
保
全
法

一
一
の
二
の
項
ロ
に
掲
げ
る
申
立

(3)

(3)

許
可
の
申
立

の
規
定
に
よ
る

手
数
料
の
額
の
一
・
五
倍
の
額

の
規
定
に
よ
る

手
数
料
の
額
の
一
・
五
倍
の
額

て

保
全
抗
告

保
全
抗
告

か
ら

ま

千
円

か
ら

ま

千
円

(4)

(1)

(3)

(4)

(1)

(3)

で
以
外
の
も
の

で
以
外
の
も
の

一
九

民
事
訴
訟
法
第
三
百
四
十
九
条
第

千
五
百
円

一
九

民
事
訴
訟
法
第
三
百
四
十
九
条
第

千
五
百
円

一
項
、
非
訟
事
件
手
続
法
第
八
十

一
項
、
非
訟
事
件
手
続
法
第
八
十

三
条
第
一
項
、
家
事
事
件
手
続
法

三
条
第
一
項
又
は
家
事
事
件
手
続

第
百
三
条
第
一
項
若
し
く
は
国
際

法
第
百
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

的
な
子
の
奪
取
の
民
事
上
の
側
面

る
再
審
の
申
立
て

に
関
す
る
条
約
の
実
施
に
関
す
る

法
律
第
百
十
九
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
再
審
の
申
立
て
又
は
同
法

第
百
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
終
局
決
定
変
更
の
申
立
て

こ
の
表
の
各
項
の
上
欄
に
掲
げ
る
申
立
て
に
は
、
当
該
申
立
て
に
つ
い
て

（
同
上
）

の
規
定
を
準
用
し
、
又
は
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
す
る
規
定
に
よ
る
申
立
て

を
含
む
も
の
と
す
る
。
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三

復
興
庁
設
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
（
附
則
第
五
条
関
係
）

改

正

案

現

行

（
新
設
）

国
際
的
な
子
の
奪
取

第
五
条
第
一
項

内
閣
府

内
閣
府
及
び
復
興
庁

の
民
事
上
の
側
面
に

第
一
号

関
す
る
条
約
の
実
施

に
関
す
る
法
律
（
平

第
五
条
第
一
項

機
関

機
関
並
び
に
復
興
庁

成
二
十
四
年
法
律
第

第
二
号

号
）


